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逢業循環と相対的過剩人cr •賃金

ばならない。

マルクス絰済学以外におぃては, 資 i 制生産の発展にお好る労働者の問題は,賃金水準やいわゆ 

る分配率の推移, 失業の長期趨勢によ名てのみ把1 ら名のが一般的であるし，資本主義体制と社 

会 i 翁体偷とめ比較おいても，一人当り所得の水瑜のみが比較の対象とされる傾向が強いが，キ 

れらについては， 訐測上の問題点 (分配率における'利潤範_ 把握の限界や失業者の確定の眼界等）の 

多いことを一応おくとしても, - 労働者の問題や体制比較の問題が, かかる面のみで、把えられ 

るものでは決してないことを瞼く批判しなければならない。 .
なお，以上の分析を基礎として，今僉, 独占段階たおげる資本蓄積•產燊循環の運豳の一定の変 

化, 国象独占資本主義段階における国家諸政策によるその変化のもとでV 以i i :セみた問題がいかに 

変化L . またいかに変化しないめかを明らかにしていかねばならないが，その場合においても，問 

題を決して，たんなる賃金の_ 勢それ自体等に解消することなぐ, 以上のような内容におし、て問題 

Q 変化と貫徹を把えるべきととを注意しなければならなC、。
■ , 済学部助教授）

全国労働組合诌由連合会小史■■ ' パ. . * . . . . . , .パ ... い- ,.. ; . ..ノ

ノ ン V  —— 金 国 大 会 (第ネ、 4 _ )を 中 心 に 一 一

小 松 隆 ニ
• • • ' ■ ■ - '， r } ■ ■ .匕： t ■ - , ' ■ i -...、ノ'： ' ,. .  '

 ̂； ' ： ̂ ' ' I i • ...V '■ ■ ■ . . . ’ . 、 ： ： . .ノ ■ . - * : .ノ ：..：，.バ. . ；.
ン  は じ め に . 丨 .ハ ..：.…

. .  ' ' 
全国自連，正確には全国労働組合自由連合会は, :V、うまでもなぐわが国におけるアナキズム系労 

働組合の最初の全国的連合組織である。それは，1的6 (大正15)年の創立から1936年に消滅するまで, 
.およそ11年におよぶ歴史を有しながら，日本労働運動史の研究ではめったにどりあげられることの 

なかった組合でもる。概説的な日本労働運動史の研究書をみても，まったくふれられてぃなぃか， 

.ふれ与れてぃてもせぃぜぃ1926年の創立のみが簡単に扱われるてぃどであ态,
それにはぃくつかの理由が考えられるが，そのうちの一つは，：太正末以降日本労働連動の主流を 

なした総同盟お$ びその胎内から発生した評議会• 全協のような組合の動きにば，アナキズムがさ 

して寄与するところがなからたことである。：とぃうより，むしち,アナキズムは総同盟等とは対立す、 

るものであったとぃう，ことである。: 他© 一つは,伞国自連の立脚したアナキズムが第ヒ次大戦後ま 

ったく沈滞し，戦後主流をなしてきた組合ともほとんど影響関係をもたず，すセ'に過去の思想と考 

えられてぃることである。

たしがに, 大 正 •姻和初期におぃては , : 他め全闺的連合体にくらべて,：全国自連は量的な規模で 

•はそれa ど大きなも6 とばV、えなかった。：また,：戦後アナキズ厶系め組合が一般の注意を集めるほ 

どには日本の労働運動にしかる4 き役割をほたしたとぃえるものでもなかづた6 
.それにしても，■従来全_ 自連が必要以土s■こ小さぐ■しか扱われなかよ把ことも杏定■し■えな,ぃであ )̂ 

う。そのために，創立時をのぞくと, その後の足跡にかんすることは,:鉼究者にも一般にもほとん 

ど明らがにされてぃなぃ，元来，ブナキ夂ぶ連動o 足跡は全般化わ知って正確にとらえられでぃな

ぃ部分が多いのだが，全国自連めような組合でさえもそうであづたのである。そのことは，たんに. . ,, .
アナギズム'連動史の解明とぃう観点からだけではなく， 日本労働運動史全体のそれからみても，け 

っして放置しておぃそよぃことセはな^ 、。全闺自速はと“ まで無視されてきたほどにぼ,実態も歴 

史的な意味もなぃ組合：e はながゥだからセおる„ ， 丨



そこで，本稿では全闺自連にしぼって，戦前のアナキズム労働運動の足跡を追究してみることに 

したい。ただし，ここでは全国自連の歴史全体ではなく，年々の活動を集大成した大会とそれをめ 

ぐる動向にしぼってとり本げることにしたい。牵国自連P 矛:：会は正式綷は第4 回大会までしか開か 

れていないが，アナキズムの歴史文献をみても, 各大会の.実態はもちろん，開催年月さえ正確につ 

かまえられていないのが現状である。そうであれば, そめ大圣，あるいは大会をめぐる動向を追究 

することが全国自.連あるいはアナキズム運動の活動や歴史を象徴的に明らかにしてくれるだけでは 

なく， 日本労働運動史全体の研究にも資するところ少なくなV といってもいいすぎではないだろう。

なお，全国自連を述べる場合,それから分裂した日本労働組合自由連合協議会にもふれねばなら 

$ いが，ここでは全国自迪の説明をする上で必要な範囲にとどめ？その詳和Uこついては別稿にゆず 

ることにしたい。

. ぺ I 全国自連第 ,1 回 （創立) 大会， ；

/  ...：；. .  、....パ. ， ：. . . . . . . . . . 1  .. . .ハ.ン . 入 ；：' '： . ，' .
全国自連創立の背景大正期の労働運動は 1 9 2 1 ,绽 (大正1 0 ,1 1 )年ごろに一つの頂点にたっする。 

その昂揚が1920年以降の不況下にみられたことの反映'として，そのころから，各組合には地域別， ， 

鹿業別，さらには全国全產業に.わたる速合を模索する動きが表面化していた。資本攻勢と労働不安 

にたいして，労働者階級のより広範な連带• 団結によってたちむかおう、としたものであった。関東 

における労働組合同盟会（1920年 5 月）や関西における労働組合連合会 ' (1即0年11月）をはじめ，全日 

本鉱夫総速合 (1920年10月)，, 日本海員組合(1921年 5,月) , 機械労働組合連合会，(1922年 6月)，失敗に 

終った日本労働組合総連合の企て :(192牌 11月）, それに印刷:C速合金 (1$3年 6.月)などがそれであ 

った。このころを端緒に,アナキズム系も各組合の自主性を尊重しながらも連合の方向を志向じは 

;•じめていた。 . . ：, • り：

, ことに大震災後は慢性的不況^B こ, ，労働餌食の公認碎も9 ながる国際労働会議の労働者代表選出 

fこつV、て政府1の譲歩ギみられたり（1924年 2 月) , ィ,ギリろで最初の労働党政権として，タ ドナノ卜ド 

内閣が成立したり（19以年さ月）, さらにわが国でも大震災後普通選挙制寒施0 みとおしがたち,実 

際にも普通選学法が公布されたり（1卿 年 .5 月) する推移や中で，従来運動が戦闘化して私った犠牲 

の大きさのわりに労働諸-条件の改善には不十分な成果しかあげえなかった匕と蚤反省レて,方向転 

換の嵐が労丨動界を風靡する。自由連合系ないしは民総同盟系といわれた紙合も劣の影響をまぬがれ 

ること咚できず，その新たな状勢をうけいれてたんな灸反糍同盟の立場捽たつ組合と従前ゼ积取ア 

ナキ.ズムを容認する自f±J迪合系に整理* 分解されてレまう。，それに よ̂って,:方向転換を拒否してア 

ナキズムO 原則をみとやる組合のみに陶汰された_ 由速食系は，:くしだいに孤立化を深めで\A くが, 
そのたてなおしのために各地，各業毺で迪合ないしは合同を企図する働ぎを，せるぶど)こな4 たV

全国労働組合自由連合会小史

中国労働組合連合会（1924年 3 月)，関西労働組合自由連合会（1924年1幼 )，関東労働組合連合会 (1924
年9 月）, 東京印刷工組合（I924年11月) の結成がそれであった6 いずれも，総同盟の結成方式にみ

られるような本部がまず結成されて，中央から地方へ• 上から下へという方法によるのではなく，

各個別組合が自主的に連合（東京印刷工組合は合同）する方法による.ものであった。

さらに1925年に入ると，総同盟の左右の対立から評議会が独立するにおよんで，一面で主として

総同盟と評議会に代表される各派の抗争を生みだしながら，「他面之と全く矛盾する組合の集中 ,
即ち総連合への道程としての結合運動が各方面に於て進展されつつあった。殊に^■同主張に立つ

組合の地方的乃至産業的連合』に加ふるに『主張をことにせる組合の地方的連合』組織をも企図せ

らるるに至りて，全組命をして更に組合の結成必要の熱意を煽ふるの感があった。而して，更に政

治上に於ける，全国単一政党組織の声も之に呼応して迪合体組織を促進せしむるに影響するところ (1) ， 
多大なるものがあった」といわれる状勢をつくりだしていた。それをうけて，アナキズム= 自由速

合系でもP 東自由労働者組合連合（孤 5年 8 月)，広島労働組合自由連合会 (1925年1明)が組織され

るが，他派でも1926年に入ると，日本労働組合総連合，さらにおくれて日本労働組合同盟が結成さ

れたりもする。このような各派のナショナル• センタ一が勢ぞろいする流れをみて，アナキズム系.
もたんなる産業別や地方別によるだけではなく，さらに自派の労働組合全体による全国的連合体の

結成にはっきりふみきることになった。

すでに大震災後，大雑把に反総同盟系ということで一括されていたグル— プの陶汰と他派の躍進

によって，アナキズム系は地位の低下を余儀なぐされていた。.ことに各派が強力な全国組織を形成

するのをみて,v:自陣営の結集，少なくとも全国的な速鉻櫸閼をつくる必要を痛感したのであった。

そめけっか，まずアナキズA 系の思想団体, 文作団体> 労働組合の連絡機関と.しX19邡年 1 月に結

成された「黒色青年連盟」につづいて，全国自連も1926年 5 月に結成されることになったのセある6
そのような全国的連合の方向へふみだす第一歩となったのは, 1926年 3 月に開かれた全国却刷H：

連合舍大会で, 同一主張組合の全国的総述合の提案が可決されたときであった。アチキズム系勞働

組合の主力はやはり印刷工であり，その全国大会で全_ 的連合が確認されたことは，アナキズム系

もいよいよ連合にふみだレたとみてよいのであった。 すなわち， 印刷工連合会の大会が開がれた

「同夜直ちに関東地方に於ける友誼団体と.具体的協議をなし，先づ関東地方に於ける連合組潋促進

を決し,次で全国的連合の促進を計り同時に連合の範囲を拡大して同一主張に立つ農業労働者をも

加入せしむることとした。各地友誼団体は全国的結成に対し其後続々賛意を表したる結果，直月策

京•に於て関東労働組合自_ 速合会の発会式をかねて全国穷働組合自由連合の結成を遂げた)J めであ

o . , * * ■ *

全国労働組合自由連合会小史

注（1 ) r最近劣働組合運動史j , 1927年，協調会大阪支所，103貢,



全国労働組合自由連合会小史

全国自連創立大会開かるアナキズム系労働組合の最初の全_ 的結集体である全国労働組合自由 

連合会の結成大会は，1926年 5 月24日, 浅草区北島町の統一間において開催ざれた。いづたんきま 

っ, た会場が当局の妨害で断わられたため/ 大会前日まで代議員にも内密にして確保されたのが銃— 
閣の会場であった。

日は全固から400名の代議員か参集し，11時に高木精一（中国） こよって開会が宣せられた。議 

長に水沼辰夫（途中で和田栄太郞にかわる)，書記には嶋津一郎 .(機械技工組合) ほか2 名が選出されて， 

議事がすすめられた。当ロの議案と主要決議をまず示すと次のようなもめであった。 丨: 

〔議案〕 1.政治運動反対の件：： ；：

, 1 . 未組織労働者組織運動の件 '
イ自由速合主義を労働者の間!'こ徹底せしめるロ労働組合宣伝講演会を開催する 

ハ婦人労働運動をおこなう  . •
; 1 . 失業問題に関する#  ；

イ八時間労働制徹底ロ  _ 由労働者の季節的失業対策ハ臨時雇用制度，請負 

制度の撤廃 . 、

1.庠業別整理及び產業別連合に関する件… . パ

1 . 未加盟組合に加盟— 誘の件 ,
1•全暴圧法令撤廃の件 ，

4 •極東自由連合主義労働組合会議設置促進の件.
: 1 •労働擧民党（粉砕）, に開する件 :

この創立大会fこおけ•る参加組合は次のように4 連合会23組合^!，.北海道地方2組合を加えた計如 

組合であつ;fc0 -
東労働組合自由連合会 . '
関東自由労働者組合連合, 東京印刷工組合，東京新間労働連盟，横浜印刷工組合，機械技1C餌 

合，東京製菜；!:組合, 上毛印刷工組合三山会，静岡合成労働組合; 靜岡新聞労働連盟，椅玉小 

作人組合 ン

関西労辑铒合自由連合会 

神戸自由労働者組合，京都印刷工組合, 大阪機械技工組合,大阪印刷工組食 

. 中国労働組合.由連合会  ' . へ.， .
岡山純労働考組舍，岡山機捵エ組合, . 岡山紡續労働組合, 岡山ゴム労働者組合、

依島労働組合自由連合会 

広岛自由労働奢耝合，依岛ゴムエ組合，広岛純労働者組合, 與自由労働者組合,広島印刷工組合 

面館印P エ組合，札幌印刷工組合

~ —  82 (936). —

全国労働組合自由連合会小史

I その後，年内には日立従業員組合，京都一般労働者組合，康州純労働者組合が加盟したのを手は 

I じめに，さらに東京瓦垴エ組合, 横浜黒色一般労丨動者組合, 柬京一般穷働組合，朝鮮自由労働組合>
1 神戸純労働者組合, 常盤一般労働組合，東京食糧労働組合，大阪合成労働組合, 和泉漁業労働組合，

■ 新潟一般労働者組合，旭川純労働者組合などが加盟するごとになる。

| 全国自連は，いうまで、もなくアナキズム• 自由速合主義に立脚したわけであるが，その点を当日 

| 採択された「綱領j (延島英ニ、起草:！お よ び r規約」の一部によってみ'ると次のごとくである。 ‘
E  〔綱領〕 1.我等は，階級闘争を以って，労働者小作人解放運動の蕋調とする 

I  1•我等は, 一切の政治運動を排斥し,経済的行動を生張する . ：：；, .
I  ‘我等は，産業別組織に依る自由連合主義を提唱し，，中央集権主義を排擊寸る

I  . ふ我等は , ' 帝国主義的侵略に反対し，労働者喈級の国際的団結を標杨する

1 〔規約〕 1 . 我が速合会は全国労働組合自由連合会と称し, 各地方の労働組合及小作人組合，を以 

1  て 卿 す る 、；

I  3. 加盟団体は輯が遽合会組織綱領と牴触せざる,限り，其の行褊及組合管理に於て独立

1  自治である。加盟団体に;して我が連合会の組織綱領に反した行動をなしたる場合には

圍 ハ 先づ警告を発し，なほ聞かざるに於ては除名する

I 運動方針は, 従来の反普選 • 反政治主義，反中央集権主義，反 I L Oを貫き, そしで「労働者(D 
I 解放はただ労働者自身によってのみ達成するj (宣言）という大杉栄以来の，また第-^インタ一ナシ 

I ョナル以来の原則をも強く掲げた。： . _
_ 組織方針は，印刷工連合会が全国自速成立後も存続したように,、同一産業の全国的速合と産業め 

I 枠をこえた地方別速合を顿に，余国自連に結集する方向をとった。C の点は宣言で同様の趣旨がの 

1 ベられていることや，綱領で，産業別組織を提唱したこと，また大会議案でも「產業別整理及び產業 

( 別連合に関する件」が可決されたことで•も明らかである。そのさい，全国自連はあくまで連絡機関 

I であり/ 参加紙合め自治を尊重するたてまえをとったことはいうまでもない。‘これらの方針のもと 

1 に 「宣言」は次のように当時の状況をうけとめ,，みずからの姿勢を明らかにしている，

I  「“ …•殊に震災後の反動状態の中にあって労働者が失業の不安と，支 配 階 級 の 迫 害 の 下 控 芮 闘 し 1
1 つつある時，彼の日和見的，職業的，中央集権主義者は, 従来強調して来た経済的行動をすてて,
I 政治運動に走り或ゆ大衆的を名とし，或は無産政党を口実として労働者の尖鋭なる階級意識，调

H 争的気魄を瞞化し，益々その所属組合を協調的〖こ，改良的に堕落せしむるに至づた。 ...........
I  ' 我等労働者踏級の上に加へられつつある資本彖階級の庄迫は, . 最近殊に暴虐の度を増し，全土 

■ を庄する'労働者の抗議的大示威をも意とせず，昨银は治安維持法を, 今年’は労働争議_ 停法，暴 ' 
1 戚取締法を施行して強大なる闘争的労働組合の絶滅を期し, 粟に-脅通選举と労働組合法とに依り,
1  — 83卿 )

I  ,

I ............................   I......... I......................I).............. mil曜Iin■mu     ................ .
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勞働者の自主自治的運動を攪乱せんと企てつつある。彼等の魂胆は斯く明瞭であるにも拘はらず， 

職業的連動屋は自がちも亦た選良め名を潜称したき野心の下に労働者を踏台として,無産政党運 

頭)に狂奔し，我等を永久の奴隸たらしめんと策しつつあるは，，最も憎むべき所業である。“
……我等は，各国の労働者と, 国際的に団結し, 共に俱に相協力して，運動を進め，相提携し 

て協働的社会生活への途を拓かんとするものである。

我が全国労働組合自由連合会は以上の旗幟の下に，加重して来るあらゆる反動的暴威に屈せず，

労働者階級の裏切者を抹殺し，我等は’唯一つの方法，即ち経済的行動を以って，勇敢に，邁進せ
I ぐ ：. べ-

んと欲する ものである。」 '
なお，創立直後の6 月，機関紙として月刊『自由連合』 （編集*発行人大塚貞竺郎）を発行して，

、 丨 (3)
総同盟，評議会等に比して劣勢にある地位を挽向すベく活動にのりだした。’たとえば，大会で決議 

'された国際的活動の展_ については，早速極重自由速合主義労働組合会議促進のゼめの連絡委員会 

(実行委員‘ 山鹿泰治，大塚貞三郎，松田十九ゴ，高橋光吉) が結成された。また産業別方針については， 

印刷工，自由労働者についで，金属エの間でも機械技工組合，大阪機械技工組合, 岡山機械工組合, 
岡山純労働者組合によって「全国金属エ連合会協議会」が設置された。.もっとも，産業別化方針に 

ついては，創立大会セ産業別化が強調されたこと.にたいし,すぐに旧来からの地域別組織も重視す 

る動きがみられる。1927年 4 月10日の関東自連第2 回大会で，「従来 , i 活動の基調として最も重要 

であるべき箸の地域的速絡が閑却された様な状態であった」ことを反省して， 「地域的逋合協議機 

関の設匱j が可決されたのがそれである。， '
それにしても，慢性的不況の中で弾圧がいっそう強まり，また方向転換の嵐がなお吹きまくづて 

V、るときに, それらと対決するかのように，綱領や宣言にみられる戦闘的な階級闘争の姿勢をうち* 
だしたことは驚くぺきことであった。ことにその傘下に公称1方 5, 00 0余の組合員を擁しながら，

そのような強い姿_ をとりえたことは,少数勢力ながらもその存在を労働界に強ぐ印象づけること: . .
になったのである。

しかし，その後の活動が姿勢の戦闘性に相応した実態のある活発なものとなっていくとは必ずし 

もいえるのではなかった。関東でははやくも階級闘争や労働組合の位置づけをめぐって，アナルコ^ 
サンジヵリズム系と反サンジカリズム系の対立がはじまるし，関西でもほぼ同様の対立がはじまっ 

ていた。

ことに後者の場合, 次の全国自連第2 回大会は，当初印刷工連合会1926年度（第 4 回〗大会が 3 月に.
' " '  ■ ' , ■ .    ■

注（3 ) 創立大会出席代議員中心に，全国扭速初期の沾動家を列举すると次のごとくである。水沼辰夫，和田栄太郎，大塚貞 

三郎，綿引邦農夫，梅本英三，高橘光吉，有安浩雄，水沼熊，嶋津一郎，歌川仲，山上房告，山本勘介，山ra静 山  

m健介，須藤都(以上関來• 中部)，日野正義, -逸兕吉三，芝原淬三, 加藤末，松村広太郎，削丨噺平(以上関四)，高木 
. ‘ 精一，繁谷市太郎，斋藤辰夫，杏丨u正明(以上中国*広島)，そのほか，

: ' ( 4 > 「関束労働組合111由連合会第2 囲大会記j > 自山迪合』12兮 （1927年旳认  .
'• 84 (938  ̂ ~~~~
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大阪で開がK るのにあわ* て，そめ前後に大阪で開くことになっていた。ところが，印刷工連合会 

の大会ば前橋市の厩橋演芸館で開かれたし，全国自連の大会も，会場難とそれ以上^ 関西_ 速の内 

部対立により，いったんは秋まで延期したものの，結局は関東に大会開催を返上せざるをえなぐな 

ったほどであった.。このことは，な迄よりも間西自連に弾圧と内部対立をばねのけてまで大会を主 

催するぼどめ力がなかったということであり，当時め自連の組織力の脆弱性の一端を示すものにほ 

がならなかったといえるのである。

, . ' .  • • ■ ■ " , . ■ ' • ' -: . . . . . .

H 全国自連第 2 回大会

■ ........ . ■ ■-
.；全国自連第会回大会開かる全国自速の第 2 回大会は，当初の,予定をかなり遅れX1.927年11月 

19, 2 0 ©両日，東京浅草 • 本願寺内西側別院心光会館で開催された。こ、の大会は思いがけぬ波乱を 

よび，’以後のアナキズ入運動の進路を大きく狂わせるととになるものであったぃ

こ6 ころ，全国自連は，アナキズム陣営の失地回復をめざして結成されてから，1 年半.ほどナこって 

いたにもかかわらず, 必ずしも進展をみせていたのではなかった。大会直前のF自由連合』1 7 号 

(1927年10月) の巻頭論文「全国大会を前にしてj でも，次のように率直にその停滞ぶりを自己批判 

しているほどである。

「自由連合結成以来年余の日月を所謂『自由連合主義』の標旗の下に闘って来た吾タは，この間 

の運動の軌跡を顧みて，，必ずしも其総てに満足を愈ずるものではない。 ■
むしろ反省し将来の運動に於て之を改めなければならぬ多ぐの事柄を見出すものである。

其一っの例は，従来の吾々の運動が，常に熾烈な決死的聞争の連続であり，其間の払った犠牲 

• も夥しいものであった。‘‘‘…実際の戦蹟を観ると実は其大部分ギ防衛的闘争であったのだといふ 

來が判る。…… • •

又一般に全国労働組合自由連合会は年余の間に非常な，或は可成な質及量の拡大を見たと考へ 

られてゐるやうだが之も実際は我々が考へるが如くではない。"••“
又質の問題にI てもさうである。従来，如何に多ぐのアナーキズムやサン■ジカリズムが労働大 

衆の萠玉を素通りした事か。J '  ‘
このように, V 、よいよきびしくなる内外の政治• 経済状勢のもとで, 従来の遝動,ことに思想的 

観念的性格の強かづた連動を反省しづつ, 運動の回復 • 拡大をはかるべく第2 回大会は準備された 

のであったd ■ •
大会第1 日は立錐の余地もな。出席者のもとで, 予定より1 時間遅れて午後7 時に開会された。 

識長には水沼熊（束歲一般労組)，副_ 提には杉村直太郎（和泉辦業労組）が適出されて議事に入るこ 

とになったd ところが, . 本題の議案維議入る前に , 大阪合成努組の除名問題がこじれ，その_ 題
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で 1 日半の日程がづかいはたされてしまった。ついに時間不见で議事進行不能と判断した和田栄太 

郎による議事末T のまま翌年続行大会を行なうという動議が承認されて，大会はいヮたん閉会せざ 

るをえなくなった。’ 大阪合成労組の問題とはおおよそ次のようなものであった。

广大阪合成ゆかねて関西自連に加盟（5 月5 日）していたが，关会前，運動方針の相違を理由に 

同連合会からの脱退を声明し,関西自速もまた合成労働をもづて自速の規約綱領にていしょぐし 

たものとして除名していたのである。 しかるに合成労働は，関西自連からは脱退したが，全国自. 
連からは脱退しない旨を発表し，大会には代讓員（山中正および中村房一）をおくってきた。」 

これにた。し，大阪合成がボルシ丈ヴイズムを容認する「不純分子」をふくみ, 「、裏切り的脱  ̂
をなしたとする関© 自速は，大阪合成との同席をこばんだのであった。大会では両派代表および関 

係者の意見を聴取じたのち，参加組合の意見をもとめたところ，関西自速Q 主張を認めるものが多く， 

結局大阪合成の除名が決定された。なお，審議されるにいたらなかったものp , 参考まで'に第 2 回 

大会に用意された議案を列挙すると，次のごとくであづた。このうち，除名された大阪合成提出の 

「自由速合系各団体協議機関設置の件j 「自由速合派農村団体と提携の件」お よ び 「全国自由連合会 

纥専任常置委員設置め件j は, 続行大会では議案から削除されるととになる。 ，

〔対外関係議案〕 1 . 共産派及右傾派労働運動排撃の件 1. 黒色青年連盟に対する関係確立の 

件 1 . 自由連合系各団体協議機関設置の件 1 . 地域的連合協議機関設置の件 1 . 同一主 

張組合積極的加盟勧誘の件 1. 自由連合派農村団体と提携の件 ' 1•朝鮮自由連合派団体と 

の 提 携 の 件 1. 植民地労働者に宣伝及組織運動促進の件 

〔連合会内部組織関係議案〕 1• 全国自由連合会に専任常匱委員設置の件へ1. 地域的速合協議 

機関設置の件 レ

〔国際的関係議案〕 1• 国際的連絡促進の’件 1 . ファッショ並に赤色反動排撃の件 1. ァメ 

リ力製品ボイコットの件

て運動方針関係議案〕 1 . 農 村 運 動 の 件 1 . 漁村労働者の結成の件 l v 在日朝鮮労働組合自 

由連合会組織の件 1 . 未組織労働者組織勧誘の件 1. 共産派及右傾派労働運動排撃の件 

•1•植民地労働者に宣伝及組織促進の件  .
，〔社会政策及び社会的政治的問題関係議案〕 1 . 自由労働者に関する件 . 1, 健康葆険法反対の 

件 」 1.ヽ国際労働会議荇認の件 1• 弾庄防衛委員会設置の件 1 . 非政党運動’に 関 す る 件 ■ 
1 . 失 槳 問 題 に 関 す る 件 1• 北海道に於ける冬季失業防止の件丄 , 1 日8 時間及び1 週44 
時 間 労 働 獲 得 の 件 1 . 暴 庄 法 案 反 対 の 件 1 . 極策自由連合インターナシ3 ナル成立f c進の 

件 1. 親約改正の件 ’ .

注（5) 近藤憲ニ r私の兒たH木ァナキXム速動史j, 1969平，诳京. 安社，75見 ( ) 内は紙:治 ，

( 6 ) ( ?〉「第二{01全国大会め経過パ_ 丨迪杏j 給19兮 （1撤年12明10日)。: . '
* . —  8 6  ( m )  - —

ところで，関西自連と大阪合成との対立ではまだそれほど明確にされなかづた内部対立め問題は 

次の続行大会で爆発することになる。いうまでもなく，それはアナキズム陣営内におけるアナルゴ 

• サンジカリズム系と反サンジカリズム系め対立にかかわるものであゥた。

両派の対立は，すでに大杉栄の生存中から, 大杉らと岩佐作太郎らの間で芽ばえはじめていたこ , 
とではあった。前者は階級闘争および労働組合運動を重視し, アナル， • サ ' / ジカリズA にたつの 

にたいし, 後者は，階級闘争が支配* 対立関係に結びっいて」方の侧に権力の成立を認めることに
' - i .

なり，また労働組合にしても組織容認と集権主義におちいるか，反革命的集団に堕すものという反 

サンジカ V  X ムにたつものであった。: したが4 て，はじめて全国的単T 連合を結成した全国自連‘の 

中にもパ実ぱそれを不安定にする対立の芽が最初から存していたどいうことになるS た と え ば , 
『自由連合』第 1 号 の 「自由連合主義と地方分権主義J という主張をとりあげてみてもi それは，不 

鮮明ながらサンジ力リズみを批判し> かつ產業自治 •(なL、しは階級闘争)と労働者の解放が相いれぬ 

ものという主張をなしていた。ということは，はやくも創立時に全国自連の中iこ,その絢領に批判 

をなげるものが存しでいたことを示している。 ； ： ハ : ..'卜：：... ' . . : . , . . :: . ;■: ノ
この対立は, 桌色青年連盟の力が全国自連に影響しだし，また岩佐作太郎や八太舟三らP 純正ア 

ナキズムが労働者の，c>をとらえだすにつれ，拡大することになった。それに拍車をかけたのが， 

1927年 5 月中国の漢ロで開催されたプロフインテルン系の第1 回汎太平洋労働組合会議に関東労働 

組合自由連合会の代表が’出席U 大会铐議の一部に参与したことへの黒連の介入•批判という行為

であった。■ * ’ ; ぃ：八' ' . ' : ,
そ( pころには，多数分立していたアナキズム系<0新_  ‘ 雑誌類も, —方がサンジカリズムを，他

方が八太や岩佐P 主張をそれぞれ容認したり批判したりしはじめていた，全国自連第2.回大会直前

の 『自由速合』紙上でも，岩佐© 階級闘參説をめぐo て，組合員同；±:で論争もなされたほどであっ
( 8 )
た。. . . ' ' /  ■ '  ，へ , '  '，• '  . A I: ' ' .パ.' . . ..
そ.のような対立が頂点にたっし, ついには分裂にまですすんだのは先ほどの第2 回大会校つ-  く 

続行大会においてであった。 •： : ■:ン

： - ' ；- ; ■ . . . . ： : .. ..‘ . _ こ ぐ：\ ... n' . ぃ.；,; . '  _
全闺自連第2 回統籽大会開かる: ,第 2 回続行大会は，1928年 3 月1 7 , 1 8 両日, 東京•本郷の東 

大仏教会館で開催された。; 当日の議長には続行大会というにとで，前回の水沼熊（関東自連),副顏 

畏には生島繁（関酉自連) を選出して議事をすすめた9 V : ; ；

とP 続行大会には, 前回骓議できなかクた_ 案が再提出されていたが，その 5 ちの—'9 である綱 

領改t j 問題が紛糾することになる。すでに迤行していたアナキズム内部の対立が, . アナル?！（サン
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注（8 ) 形町也「新刊批評一無政府車義は斯ぐ答ふj r_ l 述合j 第16号 〈1927牢8月5.日）• 水招「階級關争呤ついて一形!V 
嵙の陪級閊争論に対する反駿j / 自山迚合4’餅 姆 （塊 ?年9 日）。パ … セ パ た  ：；

87 (941) ’ •
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ジカリズム丨こたつ国際労働者協会（I W M A )の方針にそった倉1J立以来の綱領をめぐって爆発したの 

であ0 ^ 6
対立の火ぶたは，開会早々の新瀉一般労組による須藤都の除名報告でまずきられた。やがて反サ 

ンジ.カリズム派として残留派の— 人になる須藤の処置をめぐづサンジカリズム派と純正アナキ 

ズム派の対立の一端がはやくも表面化したものであった。 しかし，須藤はすでに東京印刷工組合の 

代議員として出席していたので, 新潟一般による除名は, 須藤の大会出席資格には関係なく，除名 

は承認されることでけりがつ\ 、た。 ，

•つづいて綱領審議に入ると，対立は頂点にたっする。すでに大会前の2 月1 9日，東京印刷工組合
( 9 ) .

は，その第5 回大会で，従来の綱領を . 「アミアン綱領を基礎とし其の模倣踏襲を出でずj として， 

もっぱら「自由連合主義j を標榜する新綱領にかえていた。それにのヶとってま,ず東印は,創立以 

来め綱領にかえて「我等は自由連合主義を以て労働者農民解放連動O 基調とする」 という抽象的な 

ニ墳にしぼる改訂案を提出した。とれにたいし，東京自由努働者組合はほぼ既存綱領にそって「1. 
我等は階級闘争を以て労働者農民解放運動の基調と^■る。 1. 我等は政党政派忆よらず一切の権力 

に対L 労働者農民自らの力を以て坑争する6 1. 我等は自由連合組織を強調し中央集権組織を排擊 

す る ン 1• 我等は帝国主義に反対し, 労働者階級の国際的団結を促進する。という4 項の改訂案を 

提出した。前者は階級闘争等の文字を一切削除して簡素化しためにたいし, 後 者 は 「一切の政治運 

動j . を 「一切の権力」に，「産業別組織」を 「自由連合組織」に改めたり, ま た 「国際的団結を標 

榜する」を 「促進する」 と積極化したりしたものであった。

これにたいする説明は，東印案では, 旧来の綱領は '「幾様にもその解釈の出来るj もので， 「極 

めて消極的，守勢的であって此の重大なる時期に際して，よく自由連合主義の真髄を把握し,之を 

昂揚することが不可能であるj (綿引郝農夫） ということで，それがなにゆえ改訂案にけっかするの 

かは必ずしも納得的には説明されていないが，ともかくサンジカリズムを拒否するものであった。 

東京自由労働案は, その説明者 ‘ 齊藤孔，大沼渉, 歌川伸，高田格による説明にまつまセもなく， 

サンジカリズムを容認する創立以来の綱領を確認するものであった。 ぐ ：

この問題は第1 日目だけでは結着がつかず, 2 日目にもちこされるが， 2 日目の審議のさいには, 
すでに討論や話しあいを許さぬ空気が会場に充満し'^いた。本来傍聴席にいるべき純正アナキスト 

系の黒色青年連盟め会員は黒色自由労働者組合の代議員席に入り，東京自由労働系の発言にたいし 

ては荀烈な野次や罵声を加えて発言を封じてしまう技どであった。全国自速（残留派）みずからしる 

しているところによっても；斉藤孔らめ説明にたいして「議場はかなえの沸くが如く怒号,叫喚起 

り 『強権盲者！即刻ボルへ行け！』等と憤激i 痛罵の声は議場を占領して登壇者の説明も殆んど聴

注（9 ) 萊印第5回大会における締引邦農夫の趣旨説明。Wirt丨述合j 第22号 （1928年3月10日)。
(10) r全国労働組合自山迪合会第2回大会} ！■自山迪合』始23号 (1於8年4月10日）。： .
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(id -.取不可能の如くに立至り」上いう状態であづた。力関係においては両派はほぼ均衡していたものの， 

そのような空気をみて，ついに東京自由労働者組合，東京食糧労働組合，および東京一般労働組合 

の江東• 南葛両支部は, 喊声をあげ黒旗をひるがえして退場した。それにたいする怒号がまたすさ 

まじく，「強権盲者 ! ボル！裏切者 :！攪乱者！ j の罵声がとび,即座に瘠散を命じだ臨監の警官た 

ちも手のほどこしようがなかったほどで, むしろ警官も退場する始末であった。そのような雰囲気 

の中で残留組合のみで大会は続行され，綱領には東京印刷工案を決定,し,退場した組合ないしは支 

部にたいしては満場一致で除名処分を決定した。さいごに多ぐの友誼団体の祝辞演説が行なわれる 

が, ことに八太舟三らの演説が歓呼の声に迎えられて大会を閉じることにな々た。 ；

. これが当時のアナキズム陣営の実態であづた。冷静な討論も地道な理論闘争も十分つぐしえぬと 

ころに，すで'にアナキズム運動の危機がかなり深みにはまりこんでいたことを示していた。::そうで 

なくとも当局の弾压がはげしく，またアナキズム系が少数派に転じていたどきに，全国自速が分 

にみまわれることは，アナキズム労働運動にと，っては致命的であり，‘その衰退の速度を以後急速に 

はやめるC とに結びついていくのである。ソ れ  ン ：：いへ . へ

その後，全国自連をはなれた諸組合は, 1929年 4 月， 「日'本労働組合自由連合協議会」，(略称‘日 

本自協ないしは自.協）第 1 回準備会を開き, 6 月にはそれを正式に成立させた，その前後に, . 関東 • 
関西の各自由速合協議会も結成され, また東京印刷工組合からの東京印刷工連合会の分裂（1如9年 

4 月） にみられるように，全国自連残留組合からの分離• 独立もすずめられた。ここ虼アナ‘ズム 

勞働運動は連食組織のレベルでも各単位組合のレべ’ルでも真二つに分裂するにいたるのである。な 

お，日本自協はいったんr自由連合団体全国団体会議J (1930年 6月) と改称されたのち，ふたたび 

1931年12月に日本自協に名称蚤もどしている。 ： s v
:ノ '  - ン'…：.：’.し ィ リ ：フ ぐ ：：' : . : へ ..

この分裂を機に，純正アナキズムにたつ全国自連系の労働組合批判,階級闘争批判はたかまるば 

かりで，アナルコ •'サンジ力リズムにたつ日本亩協との関係げ極度’に惡化していく。機 関 紙 『自由 . 
連合』も 『自由連合新聞』と改題し，組合員だけではなく，岩佐作太郎ゃ八太舟三のような純正ア 

ナキズムの理論■家たちにも紙面を提供してU  くレそめけゥか，•組合というよりも思想団体の性格が 

強められていく。また, そのころがら，黒色青年連盟め小集団化した黒速の暴力行為も跋扈しはじ 

めた。さしたる理由もなしに, あるいは転向を阻止するために/ 安易に暴力がふるわれた。

そのよ> な推移につれ弋，全国自逋だけではなく, 自協系の活動も後退を余儀なくされ,活動ら 

しい活動もできず, せいぜい争議支援や各組合での協議会（委員会) を開くていどにおちこんでいぐ。 

そのよ.うな中で，自協系をもはなれてアナキズムそめものと訣別する組合もでてくる始末でおつす匕。

注(11)(12) 「全国穷働組合自山述合会第2 ®大会j «■自山連合』敝 3号 （1928年4月10日)4
—— 89(943) ~~-
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このようなアナキズム= 自由連合主義の労働組合運動からC?後退にかんして注意しでよいととは， 

自連系め労働組合無視の主張が生みだされる背景には, 一方で弾压と反動の進行という事態，他方 

で彼らの批判した総同盟など右派系は安定化するし, また共産党も对年テ一ゼを発表じたり，積極 

的な闘争をづづける姿勢を,示した状勢にみ:られる推移にたいして，全国自連が焦燥感と対決姿勢を
( 13 )

つよめることになったという一面のあったことである。それよって，全国自連は理論的にはもち 

ろん感情的にもマルクシズ.ム的なものべいっそうの嫌悪感を抱v、てI 、くことにもなるのである。

この点は，、労働組合や活動家にアナキズム陣営をはなれたり，さらにはマルクタズム陣営に転向 

するものもでたりUて，,いづそう拍車をかけられた。Vことに山本勘助らにひき，いられた東京士般南 

葛支部, I 東京自由労働者組合, あるいは除名された大阪合成め一部が全協系にぐらがえしたこど，も 

それに与ぅていた。もっとも, アナキズム陣営をはなれたものの中にはそのような内部抗争，とり， 

わけ黑連による暴力行為や問答無用的なブナルマ• サンジヵ !)ズムあるいは他系統にたV、する非難 

に嫌気がさしたものも少なぐなかったということもV、えるようである。 ， ゝ

それにもう一つ，自連系の労働組合無視の主張の中には，本質的に組合を否認する一面と同時に， 

契は純正アナギX ム陣営の労働組合における影響力め後退を正当化するための論理に無意識的に兪 

われていた半而のあったこともみのがすことはできない。労働組合運動の弱体化を盛りかえすよ’り 

も，むじろそれを拒否する論理をうちだすことによ:って, けっが的に労働運動Vnの努力を怠ること 

を自己弁護することになっていたと思える—面である。‘ ■ ■
そのような帰結が, アナキズム陣営，.とりわけ純正アナギズムにたつ全国自連の労働組合運動に 

おける決定的な地盤の沈下であり，後退であった。また，それが分裂以後1933年まで5 年間も全国 

自連の大会を開かないで経過した流れでもあった。労働組合を批判する純正アナキストに全国自速 

がになわれる以上，組合大会を開く必要もなかったわけではあるが。

て.，. ,' ■， ... > . ノ '

' m 全国自連第 3 回大会一合同べの道—— ン '

. - ; …..... ' . ，レノ*- • ,..
アナキズム陣営の自己批判 . ところで，金国自連も旧本自協もいつまで.も後退の波に身をまか 

せていたのではなかづた。満州事変後，急速に軍国化する諸様相がアナ.キみトにとっても暗い影と 

なってしのびよってくることがはっきり感じられた，昭和恐慌下に青春をすごした青年たちには爺 

望のない暗い世相がことさら強くのしかかっ.てぐるのであった。，そうでなぐとも,:全国自連も日本 

自協も，労働運動•社会虫義陣営の中で孤立化と少数精鋭化を深めており,劣勢挽回のねめに何ら 

かの新しい対応がなされないかぎり，庄殺される寸前の状況におかれていた。 へ i

注(13) この点は相沢尚夫氏の示唆による- :

全国労働組合自由連合会小史 

それに対応して，. 全国自速は純正アナキズムにだっでサンジヵリズム•勞働組合運動め鉉视ど思 

想団体化にすすんだととを， 日本自協も勞働組合一辺倒の闘争，それも組織的な闘争、で'あるよりも> 
総同盟や全協系の指導者にたいする誹誘とが活動妨害といったある場合には独善的な姿勢を.ぐりか . 
えしたことを，それぞれ反省しはじめた。すでWl93l年の合理化反対の大争議の敗北により，芝浦 

労働組合は壤滅していだように，ブナキ.ズムは，軍事工業中心に回復にむかっていた日本経済の甚 

幹部鬥からその足場を急速にうばわれつづあ七た。職場に根づいた実態のある組合といえば，印刷 

エ関係くらいのもめで、，機械工にしろ職場0 中にいる活動象は数えるほどしかいなくならていた： 

活動にしても; 自協の方はt だU も，自連の方はほどんど実態のないものとなっていた。自協は 

それでも, 193V  32，33牟とがな6 の争議や組合每動を記録しており，新究会 , 委貫 *，大会等も 

囟連に比して活発に行なっていた。それにたい"Uて，自速の方は，ととにI932年以降になるとめだ 

った組合活動は呤とんど展開していない。一部のもめ（相沢尚夫ら)が工場にビラまきなどに入り才 

ルグ活動をしても，.他のものぼなんら応接の手をさしのべようどはしないというめが実情であぶた。 

集会が開がわ>ても, 一部のものがいたずらに過激[な言辞を弄し, 地道な活動を考£ るものはす<Hこ 
集会に顔をださなくなるという状況であった。その間の実情は，全国自連が第2 回大会以来全国大 

会を一度も開催していないことに如実迄示されている。

かっては機関紙誌の発行などセー人ニ冊的なにぎわいを呈しナこ思想0 体グルーフ6の活動も，:低逨 

をき:b めていた。もっとも，それがまた労働組合連動の再編へめ足なみを容易に十るこどにもな夸 

のであった。そういったグループの中には,労働組合運動の促進にたちはだかってきたものが少な 

からずいたからである。

ところが，.行きっぐところまで行きっいてしまうと，自連も自協も旧来のあり方を誤謬とじて深 

く反省する姿勢蚤示しはじめたのであった。ほとんど実態を有さね組合や思想団体がご派にわがれ 

て存在している祆況をまず第一にぬけだすべく，両派の共同闘争が一部にではちるが，芽ばゼっづ 

あった。そのような推移をみせるめが，1如2年のメニデ一のころから33年の全国自蓮第3 回大会k 
での動きである。 ’ '

みずからのあり方を両派別々に]^省する動きやーづの争議に両派とも祐援する動きは，19% 年以へ 

前にもみられていた。しかし, 両派が当時め状況を考慮し，おらがじめ同席を承知の上で共同闘争 

に入る最初ぼ，1如2年 5 月の第13回メーデニのときであったと考えられる。

193?年のメ一デ一は，一方で血盟団事件などにみられるフアツズムの抬頭，他方で労働組合内部 

の対立，主として日本労働クラ’ブ派と反穷働グラブ派め対立が激化する中で開催されたンメ “ デ“  
前の実行委員会にのぞむにあたって, 全国自連は自協に統一行動をとることを申レ入れ，自協侧も 

そ;h V う4 ぃれている。そしズ，結局は関東労働組合神一 協議会派の猛反対にあゲもの‘の， 「労働 

渚の解放ば_ 由速合主義でなければならぬ」というスローガンを採用するよう咚提案もした。

9 1 ( ^ 5 ) — -
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この前後から, 両派内における戦術転換の検討が活発になっていた。全国自連侧では，アナキズ 

ム全般を再検討する中で，とくに労働運動を軽視ないしは無視してきたことを強く反翁する動きが 

みられた。同様に，自協侧でも，全国自連にたいするにことさら労働組合蓮動を重視する姿勢をと 

り，また総同盟等にたいするには幹部攻撃やかたくなな原則論的立場を守りつづけた姿勢が反省さ 

れた。そして，メ一 デT 実行委員会への参加にもみられるように，両派とも共同闘争 • 統一行動の， 

必要を痛感していく。その過程ですすめられたのが1933年の日本自協関東地協第3 回大会および全 

国自連第3 回大会における共闘ないしは合同方針の確認であり， 両 派 の 「関東労働組合会議」や 

「反ナチス • ファッショ粉砕同盟」への参加であり，またその中での「弾压防衛無政府主義者委員 

会 j 「ファッショ粉砕自連団体協議会j 「共同闘争委員食」の結成ないしは共闘であった。そして最

後に結実しためが両派の合同であった。 >：

. へ ぺ . ， . . . . .  . . . .

( 14)
再合向気運もリ上る一全国自連第3 回大会以上のような推移の中で，まずみられたのが 

1933 (昭和8 ) 年の日本自協関東地協第3 回大会の開催とそこにおける全国自連代表(秋本義勝,梅本 

英三ら） の出席であった。

日本自協関東地協第3 回大会は3 月 5 日，東京 • 京橋で開催された。そこで，自協は自由速合主 

義運動の後退を認め，自己批判をするとともに，全国自速および他派との合同や共同闘争の方向を 

明らかにした。同時に，全国自連の代表としてttl席した秋本らも共同闘争のメッセージを発表した。

それにこたえたのが，全国自速第3 回大会における従来の労働!組合運動軽視の反省や日本自協代 

表の出席とメッセージの伝達であった。

全国自速第3 回大会は, 第 2 回続行大会以来5 年ぶりの1933年 4 月 2 日，東京 •牛込矢来町下城 

西仏教会館で開催された。大会は，32年にも開催努力がなされたが，その年には実施されずにもち 

こされていたものであった。

• この日，出席代議員はおよそi s o 名。それを50名ほどの警官が厳戒する中で,秋本利一が開会の 

辞 （中止）をのべたのち，議長に大塚貞三郎，副議長に秋本利一が選出されて議事に入った。まず 

「大会準備委員会の報告j があり，ついで友誼団体の祝辞• 祝電の紹介, ，来賓の祝辞が行なわれた, 
岩佐作太郎, 中尾正義のあいさつがいずれも中止になったのち，丨自協を代表する高橋光吉があいさ 

'つにたった。彼 は 「アナキズム労働運動の自己批判をなし過去の誤謬を指摘し,現下の社会状勢に

注 (14) 当時の状況を， 诌協の山ロ ■助は次のようにのベている。 「このような共同關争をつうじ，全国自速と日本自協，の統  

一戦線はつよめられ， その空気は高まってきた。 / 退潮するアナ戦線の再妞強化は, 両組織ともに共通する £悩みであ  

り, 命題でもあった。 … 日本HI協は労働組合第一主餞めカラから反戦，反ファッショ閊爭をつうじ， ひろく人民述 

動としてこれからの方針を5 ち立てようとしており，全 国 (il速は従来め傲級的K/ト軽祝から脱皮しI 労磡迎励本然の姿を 

指向しており， 当然合同すべき条件は胎動していたj (同 奮 を 越 え て 一 1928年 以 後 の R 未 の ァ ナ ル コ •サ ン レ カ  

.リズムj， 1970年， 來 京 . 印友会本部)， , . . ； .

一 — 92 (̂946) — ~ ~

当面して益々『自協』と 『自速』二者の統一合同の必要を主張しJ たところで中止を命じられた。

と同時に，そこで大会自体も解散を命じられ， 時10分の開会以来わずか30分で議案審議という本 

題に入る前に解散を強いられてしまった。

しかし,，自協の高橋による統一合同の訴えは，自迪の代議員にも少なからぬ共鳴の声をよんだし， 

また綱領等は当局の解散命令にそなえて大会ふた月前の2 月 5 日がら十数回におよぶ準備委員会で 

换时さk 確認されていテこ。参考までに当日用意ざれていた議案を示すと次のごとくである。

〔議案〕 1 . 機関紙発行の件 L 未組镞勞働者組織闘争め件1 . 業者運動に関する件 I 自 

蘅囲組織確立め件 1，植民地民衆解放闘争め件帝国主義戦争皮対闘争の件 

また綱領および行動綱領は次のごとくであった。 へ

1 . 我等は自主的団結による日常一切の闘争を通じて労働者農民の解放に邁進すI- 
我等は自由連合社会の建設汔ぐして労働者農民の^;き解放を期し得ざる事を確信す 

〔行動綱領〕 1 . . 一切の賃金値下絶対反対並に賃金値上め為めの_ 争 2. . 解 雇 絶 対 反 対 3. 
勞働強化絶対反対並に労働条件の改善 4• 請負制度，歩合制度,封建的雇用制度の撤廃並に 

中 間 搾 取 絶 対 反 対 5 . 臨時雇用制度の撤廃 6 . 民族，性，年令を問はず同一勞働に対する 

同 一 貨 金 制 の 獲 得 7• 健康保険料の国家 • 資 本 家 全 額 負 担 8. 従業疾病傷害に対する責任 

の 資 本 家 負 担 9 . 国家 • 資本家負担による失業者の生活保証め獲得10. 兵役による解雇絶 

対反対並に家族め生活保証獲得11. 解放運動を暴圧する諸法令の撤廃フプッシヨ並に 

—切の反動団体の撲滅 1 3 , 社会民主主義及ボルシェビイキの排擊 I4.■国際労働会議，沉太 

平洋労働組合会議及第2 • 第 3 インターナショナルの排撃並に同一主義各国諸団体との連携確 

立 1 5 . 解放運動犠牲者並にその家族の救援組織の確立16. 帝国主義戦争絶滅の為めの闘争 

1 7 . 自衛組織め確立 1 8 . 植民地半植民地被圧迫大衆解放の為めの闘争19. 同一主張農民運 

.動との提携確立の為めの闘争  ̂ ’ "

内部にはなお印刷工の」部を中心に労働運動にたI 、する消極的態度も根づよがったので，あいま 

いさものとされてはいるが，この大会に示された自連の自己批判と今後の方針は，労働運動= 日常關 

命への回帰を明らかに.し た 「綱領」，「行動綱領」そし て 「運動方針」によく示されている。翻領に 

「日常一切の闘争を通じ.て」といっためも,行動綱領において職場における日常闘争を重祝したの 

も,また先の提出議案が具体的な方法にまでたちいって検討されていたのもそれを示しそいたンこ 

れらの自己批判は大会における' 「経過並に情'勢報告J が端的に承しているが，その二部は次のよう

全国労働組合茵由連合会小史

注(1 5 ) .『全_ 资働組合囪山述合会第三回大会'一特別資料 -̂ —J , 1933年，協調会:另働課•+■ : : _
( 1 6 )第3 回大会のスローガンは，この21田にさらに次の2項を加えたものであった。1.命国主義戦争反対の為^1鬪へ 

‘ 2 .勞働者迦gjのファッッa化と關へ
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に述べている。 、

  思想の純化が........対資本主義社会の闘争の実体に沿ふて為されたならば，より効果的であ

り，且つ全国自連は今日に数倍する強大な運動勢力を持ち得たであら' うと考へられる。遣憾乍ら 

吾々は，過去の吾々の動きを省みて，がかる闘争の実体と思想の純化とを結びつける事に就ては, 
忠萸さを欠いていた事を認めなければならぬ。

斯様な状態に於て吾が全国自速は，組合の思想的水準と労働者大衆の動きとの間に，若干の跛 

行的傾向を生じ，勞働組合としての機能の漸次的縮少と反対に思想団体化の傾向の比較的拡がり 

行くを見るに至り，引いて運動的な力の強化は吾んの期待に副0 得なかったのであった。だが昭 

和 7 年度後半期より本年にかけて，従来の吾々の運動に対する厳正なる批判と效に吾々の全国自. 
連を実質的に強大化する為の具体的方策の考究が主として関東自連を中心としてなきれ 

吾が全国自連は飛躍的発展の見とほしをつけ得るに至ったのである。j
これらの動向は, ドイッでピトラ一にひきいられるナ手スがi t 権を氅握したり，国会議事堂が不 

審火で焼失レたり，またわが国でも小林多喜ニらが虐殺されたり，政府が国際連盟を脱退したりす 

るという世界的なファシズムの脅威の増大にたいする全国的な左翼陣営の統一の動きに一致するも 

のであった。それだけに全国自速第3 回大会直後の5 月に全労統一全国会議，総評，東交，市従ら 

中間派および左派の諸組合丨こよゥて結成された「関東労働組合会議」にも，また6 月にまず関東で 

労働組合と文化団体で結成された「反オチス • ファッショ粉砕同駔j にも，ついで関西で7 月に結 

成された「暴压反対 • ファッショ粉碎同盟j にも, 自速 • 自協ともに参加したわけであった。こと 

に 「反ナチス • ファッショ粉砕同盟」には自速と自協は統一行動をとり，：その中で両派は朝鮮東興 

労働や解放文化連盟とともに「ファッショ粉砕自由速合団体協議会」を組織さえした。また自連と 

自協という組合レベルでも「共同闘争委員会」を結成して，連絡を密していた。とれらの活動に 

積極的に参加したのは，関來では梅本英三，山田健助，，伊藤悦太郞，山ロ安二，高橋光吉，相沢尚 

夫，田所茂雄,、満田弘三，関西では逸見吉兰，遠藤喜一らであった。

こ の 「反ナチス • ファッショ粉砕同盟j の結成（6 月10日）直後の 6 月1 7日から2 0日まで，1931年 

I2月に第1 回会議が開かれて以来久方ぶりに大阪で第2 固全国代表者会議の名のもとで， 日本自協 

のI933年度大会が開他されている。そこでも, みずからの従来の姿勢を反省し,.-同時に自速との合 

同方針をも正'式に決定している。大会議案の一つに「全国自連との合同に関する件」があったが， 

これは次のよ5 な方法をもちいることを内容と.して可決されたn 「⑴命地方協議会はスト關争， 力 . 
ンパ闕争を強力に協力するため恒常的協議会を持つこと。 しかUて柯地方協議会の加盟の各組合は 

地域的に組織活動に協力すること。⑵組合運勅の理論誌の発行を両団体有志によって出版すること。 

⑶以上の協同關争, 理論誌発行等実質的協力の中にトァナキストは労働運動を如何に闘ふか』を中， 

心論題とした研究会を持ち，この解決の観点から6■サンジカリズムの洱岭味』、をなす等によって合

94 (^g)
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同を強固なものに盛り上げること。」污かにも，. 自連と同様,現実的な消費組合運動や職場におけ 

る開争，あるいは左翼系铒合と.の提携の推進という方針にみられるように従来の/こんなる観念性を 

はなれ，現実の問題にも積極的にとりぐむ姿勢を示していた。このような自協の姿勢は採択された 

「大会宣言」をみるといっそう明瞭であり，アナキスト系ニ派の姿勢が接近し,合同が一雉ー步す 

すみつつあぅたことをうュかがわせる。その一部をひぐと次のごとくである。，

「•“ “ •如何に自主的闘争が果敢に關はれやうとも四分五裂の状態では，資本家階級の組織的攻勢 

に対して勝利を得ることは不可能である6:
斯くの如き階級戦線分裂の中ぢ全自由連合戦線をこっの分派の儘に押進あることは，当初ヒ 

於て如何なる理由があるにせよ誤りである。最早今日に於ては理論的一致と実践を通じて全自由 

連合戦線の合同に依る整備と共に運動の全面的綜合的闘争の展開を精力的に遂行するととこそ目 

下の急務でなければならない。j . ン ：: :  ' へ :ン

ノこよう悴 ,：乒铝にわたづて分裂しできたアナ年ズムニ派め再合同べの気運が急速にもり上るこ 

とになった。それに，この年，小分派にわかれていた詩人• 作家.評論家などの文化運動グループ 

が先陣をきって合同し，「解放文;(匕連盟」を結成1>た？:これは “組織，，:をいつ さし、否定してきデこ純 

正アナキズム• ダ/レープの方針をうちけすものでり , _ 連と自協の合同推進派を鼓舞す;6 もので 

あった。さらに，同 (1933)年の12月はじめには, 「解放文化連盟」に刺激ざれながら,「日本無政 

府共産主義者連盟J が結成されるが, ;こ<0団体はそれまで醸成されてきた合同気運をU、づそう円潸 

にすナめる役割をはたすことになるものであづた八.パ

もともと，この連盟はそれまでのアナキズ厶運動, ことに黒色青年連盟や純芷アナ4 •ズム虼ナこい 

する批判から生みだされたもので、あらた。連盛の当初めメンバ一は=：見敏夫, 相沢尚夫, :植村諦, 
入江汎，寺尾実らであり，そめ周辺餃いた人物あるいはの与に加盟する人物（梅本榮ヨ田所茂紙 

伊藤悦太紙大西正雄ら) ，に.しても，ほとんどが自連に近い立場にいながら，黒連には批判的で, r  
速と自協の合同にも熱心であった。1934年の合同が自協め自速への復帰という形でなされf eことや 

自連の方になお根づよい合同批判派がいたととにみられるよ3 に/まずなによりも自連の姿勢を合. し： '.'へ . 1
同へむけることが必要であった。その労をとづたのがこめ連盟よびその周辺にいた活動家たちで

先つた。, ' N ' ■ - ハ. ' ノ: . . .パ. . ' - -  . へ' . ヘン'  く...'-、/ 、 ' ,
このようにして，無政府共産主義者連盟のメ、ノバ，が自連侧の根まわしをやヴでいるとろ，高橋， 

山田，田所ら関東地協関係く者中心に組織された「戦線確立研究会」などで統一方向を模索していた 

自協伽でも1934年 1■月14日 に 「日本自協解'鴻代表者会議」を関東出版産業労組の事務所で開いて， ■ 
いよいよ合同へ待.機していた。そのけっか，実現されたのが1934年の合同大会セ、あった。

注( 1 7 )相沢尚夬ィ日本- 政府共虚党事件一わが回想一(卞)j r構造j 197神 6月,
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: F 全国自連第 4 回大会—— 合同と終焉一

合同大会開かる，' アナキズム系労働組合の合同大会が開かれるころには，その前年に日本労働 

同盟などが「メーデー徹底粉砕j や 「I L O 即時脱退j を決議した事態にみられるように，労働組 

合の右傾化は速度を急にはやめていた。全協もほぼ壊滅状態にあったし，合法左翼をふくむ進歩的 

陣営の後退は決定的であった。1934年に入ると，東北地方中心の凶作で農村危機が深刻化する一方, 
軍事；E業中心に生産も輸出も上向い、ていたが，生産活動や労働運動にたいする軍部の介入も増大し 

て い た ' ；.；. ：
;そのような状況におかれた1934年 3 月18日，東京 • 芝浦会館で全国自連と日本自協の合同大会 . 
(全国自連第4 回大会）が開催された。 . : • .
当日の出席代議員は70余名で6 議長tこは大塚貞芏郎（自連• 東印〉，副議長には逸見吉三，(関西自 

協)…を選出U て議事私入づた。次会义ロャガンをまず示すと，次のごとくであった。

〔大会スロニガン〕 1 . 嵐の時代 , 戦 線 の 集 結 強 化 1 . 首切賃下げ臨休絶対反対 1. 資本家 

の手先ブアツシヨを倒せ 1• 自由連合戦線統一合同完成万才 1 . 全国自速拡大強化，大会 

..、を守れ大興に:細心に. . ’

行動綱領は「解雇 , 賃下げ工場閉鎖臨休反対O 為の闘争」以下21項目にもおよぶので省略するが， 

噼場闘争など，現実的闘争中心に目標が設定されていた。「宣言』も次のように労働運動へのとり 

ぐみ方を反省し, ' 運動再建への姿勢を明らかにするものであった。

「吾等はいま妓に再建の途上に当り，、過去吾々の犯せる一切の誤謬を抛棄して新たなる転換期に 

起つ。今日の目本の労働組合運動は漸次下降状態にあり,，労働者数5 0 0方の中，組織労働者僅々 

36万を占むる民過ぎず, :吾全国自速は僅かiqそ部を組織するに過ぎない。大衆的労働組合と 

して大衆の支持なき団体ゆ疴等その価値を見出せ.ぬ* •;•."親愛なる全国の労働者農民諸君吾全国 

自連はこの意味に於て強力なる,戦闘的労働組合として果敢なる日常闘争を通じて彼等より分離し 

労働大衆を吾等の旗の下ち組織するであらう.。.…..」 - .
この宣言の中のr大衆的労働組合」「日常闘争j の語や行動綱領の職場における闘争の重視にみ 

られる,よ.うに, 念んなる観念的な戦闘性や少数精敍的な革命団体からの脱却，そ,してすでに前年の 

自協の大会でも指摘されていた大企業への進出一-これらをとおして西建への足がかりをつかもう 

h して，いたのであ々衣。無産政党: , I L Q , 汎太平洋労組会議の排擊は相変わらず一貫じていたが, 
共済組合 • 消費組合, 工場黍員会，あるいはアナキズム系以外の左興組合にたV、しても，，徹底的な 

排撃という姿勢のみではなく，それらの内部から戦闘化 . 自主化をはかる姿勢を示したことも，そ 

のような新しい傾向をうかがわせる。そうせざるをえぬほどr アナキズム労働連動が衰退していた
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ともいえるが，ここにいたってはじめて柔軟な姿勢をのぞかせるにいたったQ である'6
この合同が金国自連への日本自協の復帰.という:形をとった全国自迪が:自掎よりも暈的ない

しは質的に優勢であったということではなべ, 「親組合に戻る」とV、う形で筋をとおし尨にすぎな

いものであった。両派中心であった東京印刷工組合（自連) ，と関東出版產寒労組 .(肖協)めニつ

の印刷工組合の場合が親組合にあたる東印に関東出版が復帰する形をとったので，自速と自協もそ 
(19)

れにならったのであったぃ .

かくして達成きれた合同であったが，すでにときおそぐ，十分な回復をとげる間もなく，予期せ . 
ぬ出— も触してすぐに終焉を迎えるこ ,と'になる.の 颂 る … ;
- ： '.；......「 . . ; ' ： . _ . ■' . : . . . . . . . . ぺ 』入：へ..、..:.. • .
第 1 回全_ 委員会，そして終埠合同辱成当時 , 全国自連の組合員は約1 , 0 0 0名 (公称2, (XKV 

'ときには4,000名）といわれるが, 合同大会ビおV、て決定された「3 万人獲得カンパJ 運勳や講演会 

等© 教 育 . 宣伝活動のけっか，1的4年をっうじては組合員は増大したといわれる。それには，分裂 

• 対立状態かち;解放されて, 労働組合活動：重視の傾向を回復したり,職場闘争で具体的な要求を掲 

げたり，また従芣否定してきた団体協約をも，.協調という視点からではなく権利という視点からで 

あったにしろ，容認したりしたことなどが与っていた。

そのように再建態勢にある中で，同 （1如4) 年11月，実質的には大会に相当する第1 回 「全国季 

員会」が開催された。 . • •
この第1 回全_ 委員会は，11月 3 ， 4 の南日東京• 神田のキング倶楽部で開催された。出席代議 

員は二十数名で:,# 長には梅本英三が選出され, 次9 る戸一ガンのもとで議事がすすめられた。

〔スロ一ガン〕 1パ嵐の,時代，:新 テーゼ樹立による全国自連の強力躍進 1 . セクト主尊め清算，- 
大衆運動への結合強化 1 . 反ファ，ッシV 的労働者戰線の統一? : 1 . :全国委員会の_ 期的遂行> I '

』 万 才 V :ぐ'-’.， ../■ V . ； ■ . ■ / . ... . ； : -.'V.パ . . .：;：;： ' ；■
この全国委員会は丨3 治の合同大会後の状勢報告, 合同太会の運動方針の検則' ，修正, そh に第 

5 回大会の準備をする* ;めに開偉されたち0 であヮたよそとでは★自车的な，あるいは戦闘的勞働 

運動陣営がますます後退ずる状勢に直面して, 従来にひきつつV .て他派との戦線統一に熱意を示す

姿勢がとられた； とや政治的主張もとりいれられたことが彤目された。しかし，全 員 会 を 中 心• ......
議案であった「新テーゼ大綱人ゆ，委員会開催直前に県案を当局^ 押収冬れて，，相当部分が注意•

注(18)(19) 1山Gfel!助前掲嗔曾を越えてJ, 42ん3莨, ' ' '
( 2 0 )必ずしも正轉なもの,とはいえないが, 大原社会P»1題研究所•■日宇労搏I年鑑）に記録され# 各年^^余国自迪および日 

本自協の組合員数は次のごとくである。 ，
1926^' 8,37絲 ; 1的卿- ，.不明; 1 9 2 _ 不明；• 4929年:全国自迪1 , _ 名い0本自協1,000名; ;1930年全国自連

3,的5名， 111山迪合囲体全国会讁(日本自協）1,350名； 棚坪全国诌速 16, 300名，’自速全国会議2,968名; 1932牢
全国由迪11,000名，日本|1丨協2,850名； 1933年全国自述 4,359名，日本自協1，110名； 1934午全国自速 4,092名）

1935坪 2.300名； 1936华 2,300名。
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削除処分をうけ，審議不能になOた。そのために，この問題は绾5 回大会で新たにとりくむとぃう 

ことで，実質的な審議を見送らざるをえなかった。また，組織_ 題として,全国自速の組織強化の 

一環として逋合制をまもりながらも，弱小組合の整理•統合も論議され本部書記局や委員にも 

多少め交代がみられた。書記には山田健介（東印）にかわって梅本英三 (東印) が就任した。

このようにして合同を実現し，苒建にむかった全国自連がさらに前進するには余りに時代が逆行 

レすぎてぃた。当時の活動家が「革命的伝統を固守しようとする全国自連は風前にゆらぐ燈のよう 

なものであり，その前途は秋風落漠たるものがあった。 統一ばできたものの，全国自連の組織

は実質 1 , 0 0 0名以下となり，まさにひとにぎりの集団にすぎなかった1 )と回想してぃるように，大
. 1 <

衆的な?> ろがりをもつVこぃたるには，ファッショの童庄がすでに深くたれこめすぎていた。、アナキ 

ズム系にかぎらず，左派糸組合の活動は，実質的にはほとんど不可能な瀬戸際f cまで追ぃつめられ

てぃた。そこに, 合同の初志にそって地道に労働組合活動にうちこもうとするダル一プにたぃして，
. • _

その限界をすぐにみきわめてふたたび過激な方向につきすすもうとするグル一プが生みだざれる契 

機も存してぃた。日本無政府共産主義者迪盟をっぃだ弓本無政府共産党グループが当初の労働運動 

重視の姿勢をはなれて，活動資金^•調達とぃうことで非合法活動に深入りしたのも，そのような状 

況にたぃする焦慮が与ってぃことはぃうまでもなぃ。

翌1935年に入っても，反動化 • 軍国化の嵐はやむどころか，世界的にその度を強めてぃた。それ 

にたぃして, 人民戦線運動など左翼めまきかえしもこころみられたが，全般的には左翼陣営は急速 

々こ後退をしぃられてぃた。共産党もそのころにはほぼ壊滅状態にあったし，労働組合の右傾化*日 

本主義イ匕もぃっそう進行していた。メ一デ^ にしてもふたたび分裂.して,しかも辛じて開催ぼされ 

たものめ，この年が戦前最後のメーデーとなるほどであった。 ■ '
そして，国内では天皇機関説の排擊や永田軍務局長の刺殺がみられ，国外ではイタリーのファッ 

シ 3 政権がエチオピァに侵攻してぃだころ，ァナキズム陣営を壞碱にみちびく「無政府共産党_ 件」 

が発覚じた。連動再建をあせった無政府共産党グループが銀行襲撃等で資金獲得を企図して，失敗 

したことによるものであった。ごの事件を機に，1935 (昭和10)年11月以降,アナキストの全国的検 

举がは t まった。つづぃてそれに追ぃうちをかけるように，その年の暮から翌年にがけて「農村青 

年f t _ # j も惹起されて，残余のアナキストの検挙もすすめられた。

このような弾庄の嵐の中で，まず全国Hi速の中核であっ电柬京印刷工辑合が解散した。づぃで合 

同に手本を示しナこ解放女化連盟も解散した。さらに翌1936年初頭には全国自速も，書記の梅本ら生 

袈活勋家をうは’われて空胴化レた状態で解散に追いC まれてしまった。ここに，戦 前 ▲戦後をとお

注(21〉 山ロ煺助前掲f風雪を越えてj, 44真。
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して，ともかくもァナキズム系労働組合による唯一の全国的な速合体として存在を示した全国自速 

は，一般組合員から遊離して実質を失った形で終焉を迎えること必だのゼある。

その後，,1936年 8 月，無政府共産党事件の嵐がやむのをまって，東京印刷工組合が再建された6 
しかし，2. 26事件や日華事変によっていっそう反動化が進行する中での再建であり，しか.もわずか 

敬十名め同志的結合では，組合としての，あるいはァナキスト団体としてp 活動はほとんど不可能 

.といってよからた。対外的には1937年 2 月に全国評議会系の東贲出版労組（高津正道，高野実ら)と 

「全取印刷工生活, 釋同盟j •を結成レナこのが注目されたていどであった。そして, 2 年間存綺した 

のち, ほぼすベての耝合が消罅したり，產報組_ に解消されんとL ていだ1明8年に，ァナキズム系 

最後Q铒合で'ある東印も解散を余儀なくされてしまう。かぐして全国的な連合はもちろん.小規模；■ . * • - • \ ■ • ... • . . • - ' ■ ■ パ...
の単位組織にいたるまで，ァナキズム系労働組合はことごとく消滅するにいたるのである。その消

減が一般組合員との結びつきをたたれたままなされたということが，ァナキズム運動の戦後におけ
* (2 ヮ、

る再建を困難なものにするニ因にもなることは，1すでに別稿K1しるしたとおりである。

以上要するに，全国自速は，，ァナキズA運動，とりわけ衰退期における、その_ 下の労働挺合によ 

る全国的連絡機関で、あり，ま衣ァナキズム運動の璜後の砦となるものであった。その役割は,日本 

労働運動全般の歴史からみるならば，それほど比重の大きなものではなかったにしろ，そこにはァ

ナキズム運動の衰埠期における労働組合の活動や性格などがよかれあしかれ集約されていたといえ
• .

る。したがって.，ァナキズA運動史にあっては，忘れることのできない足跡である。そして，ァナ 

キズゲ労働墀摩;が日本衮働運勲史研究においてもっとも欠落した部分のプっであるとすれば,轉前 

におけるアナキX ム系労働組合の唯一のナショナル • センターであった全国自速の足跡は十分顧み 

られ^:よいわけである。本稿がそのような努力への第-^歩として役だちうれば幸いである。

... _ ... : .■.へ ..■ . .■ベ.. . . ノ ' .： , . '； ； ;：： ■； ' ....... '
付記本稿は , , 川印先生の退任煎念特集に収録するには，はなはだ不十分なものである。この点を扣許レい 

ただぐとともにあわせて長年御指導をいただいた先生の御健康と翻!活躍をお祈りするしだいである。 

なお, 本稿は当時の関係者め方々(和田栄吉，相沢尚夫, 高槁光吉，横倉辰次の諸运）から直接ないし 

は書簡による聴取の恩恵をうけている部分が多い。しるして謝意を申上げるしだいである。 ,

へ | (経済‘ 部助教授> :

注⑵） 小松隆ニ「日本におけるアナキズム迎動の終焉j r現代と思想j 第3 号 (1的1竿3月),
—“一 99 ( 0 5め -


